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末梢血管や頸動脈狭窄症などの血管内治療において、病変が血管の分岐部近傍にある場合、1 本の
直線型ステントを口径差のある動脈にまたがって留置することは、臨床上よく行われている。だた、
口径差のある血管にステントを留置する場合、口径差をカバーできるような分岐部血管用ステントは
販売されていない（現在は脳血管領域で販売されている）。そのようにステントを留置した際、一方は
オーバーサイズとなるが、生じる新生内膜肥厚の差については検討されていない。今回我々は、口径
差のある分岐する血管に 1 本の直線型ステントをまたがるように留置し、各々の血管壁に生じる新生
内膜肥厚の差を動物実験的に検討した。 
ビーグル犬の腹部大動脈から右外腸骨動脈を対象血管とし、血管造影、血管内超音波を行った後に、
ナイチノール製自己拡張型ステントを腹部大動脈には至適サイズ、外腸骨動脈にはオーバーサイズと
なるように、大動脈から外腸骨動脈にまたがるように留置した。留置直後、1、3 カ月後に血管造影撮
像後、血管内超音波にてステント端から 10mm の位置で新生内膜肥厚の面積を計測した。3 カ月後に
屠殺し、病理組織学的検討を行った。ステント拡張力の観点から検討するために、血管内超音波や病
理組織で計測した位置での血管断面にかかるステントの拡張力を in vitro で測定した。各々のデータ
は Student’s t test で統計学的検討を行った。 
ステントで囲まれた血管断面の面積は、大動脈側と腸骨動脈側の両方で経時的な増大を認めた。新
生内膜肥厚は腸骨動脈側でのみ観察され、経時的に増大傾向を示した（P=0.028）。3 ヶ月後には、新
生内膜肥厚がさらに増大した（P=0.0028)。結果的には、腸骨動脈側の血管径は増大したが、血管内腔
は狭小化した。病理組織では、大動脈側にも若干の新生内膜肥厚を認めた。すべての標本において内
皮細胞で内腔が完全に覆われていた。中膜の断裂や、外膜に炎症細胞の浸潤は認めなかった。血管内
腔に対する新生内膜肥厚の占める面積割合は、腸骨動脈側で 33.2±10.4％、大動脈側で 13.4±4.4％で
あり、有意差を認めた (P=0.0016)。ステントの拡張力はステントが外腸骨動脈側の径になった時点で
0.73N/mm²、大動脈側の径になった時点で 0.17N/mm²となり、約 4.2 倍の差を認めた。 
口径差のある分岐血管に 1 本の直線型ステントを留置すると、オーバーサイズ側では血管に過度の
拡張力がかかり続け、新生内膜肥厚が経時的に増大し、結果的には血管内腔が狭小化することが証明
された。口径差の大きい血管に対して 1 本の直線型自己拡張型ステントを留置する際は、オーバーサ
イズ側の新生内膜肥厚増大に留意する必要がある。 
 
